マダミス『Real Murder Mystery』ボイス依頼
Real Murder Mystery - スマホひとつで手軽にできるマダミスアプリ[ウズ]
※ゲームのネタバレが含まれます！注意！
【依頼内容】ゲームのナレーションと老人の声を収録してほしいです。短文形式の文章で全部で51個(全1937字)をmp3で納品お願いしたいです。
～～～ナレーションボイス～～～
1. 音量調整をしてください。これくらいの音量で流れます。
2. 雷鳴が轟く中、仮面の人物が高らかに声を上げる。
3. GMと名乗った人物はこの場にいる参加者4人に向かって声を張り上げる。
4. 仮面の奥に潜む鋭い眼光とは裏腹に、GMは軽口な口調で話を続ける。
5. そう言うと、GMは指をパチンと鳴らした。
6. 青年を宥(なだ)めるようにGMは優しく声をかける。そのどこか胡散臭い態度が他の面々の不安をさらに煽った。
7. 一番年齢が若いと思われる青年が名乗りを上げる。
8. カズキという青年は臆することなく、はつらつと自己紹介をする。最年少のようにみえる彼が率先して名乗りを上げたことで、他の面々もこの状況を受け入れるしかないと判断したようだった。
9. GMは資料「ゲームの流れ」を配布した。
10. GMは資料「登場人物」を配布した。
11. GMは資料「屋敷見取図」を配布した。
12. 時刻は19時。大きな食堂にはたくさんの料理が並んでいる。
13. その美味しそうな料理の数々に、各々が目を輝かせる。
14. 会の主催者であるGMが挨拶を終えると、みな思い思いに料理を口に運んでいく。
15. シキは料理を褒めるが、どこか傲慢な態度である。他の面々も口々に料理を褒めて、食堂は和やかな雰囲気に包まれていた。
16. GMは手元にある4つの端末を4人に見せた。端末にはそれぞれA～Dと記載されている以外は見た目に変わりはないようだった。
17. GMは持っていた端末Bをシキに渡した。
18. GMはニヤニヤと笑みを浮かべたまま、カズキ・フタツキ・ミツキの3人に端末を配った。
19. 時間は0時、食堂にて。
20. 仮面の奥の瞳が怪しく光る。狂気を含んだ声にもかかわらず、口調はまるで子供のようだった。
21. 一瞬何のことかわからなかったのか、茫然とその仮面の人物を見つめる3人。しかし、静寂が狂乱に変わるには時間はかからなかった。
22. 騒ぎ立てる3人を横目に、GMが冷ややかにそして淡々と答える。
23. 愉悦に浸った声でGMはさらに続ける。
24. 3人はGMのその言葉に、ただ茫然と立ち尽くすしかなかった。長い沈黙のなかで口を開いたのはフタツキだった。
25. フタツキの冷静な対応に2人は押し黙った。この状況を打開するためには、「リアルマーダーミステリー」を終わらせるしかない。2人も同様の結論に至ったのか、言葉を発しなくなった。
26. 戸惑いながらも状況を受け入れる3人に対し、GMは陶酔したような不気味な声を漏らした。
27. 沈黙を破ったカズキが静かにそう言った。
28. フタツキ、ミツキも同様に頷いている。そんな3人の様子にGMは呆気にとられた表情を浮かべた。
29. GMは3人の言葉を黙って聞き続けていた。そして、少しの沈黙の後、ゆっくりと口を開く。
30. 挑発的な視線を3人に投げかける。その様子は3人の推理を嘲笑し、まるで楽しんでいるかのようだ。
31. GMの言葉には確固とした自信で満たされている。
32. GMは3人の視線を一身に浴びながら、しばらくの間黙り込んだ。3人は固唾を呑みながら、GMの次の行動を見守った。
33. GMが3人に向き直り、深々とお辞儀をする。顔を上げたGMは仮面越しにも分かるほど満足そうな笑顔を浮かべていた。
34. GMがパチンと指を鳴らすと同時にカズキ、フタツキ、ミツキの視界が歪んでいく。
35. 薄れゆく意識の中、GMの堂々とした声だけが3人の耳に届いた。

36. 誰もいなくなった館は、まるで時間が止まったかのように静まり返っていた。
37. いつの間にか嵐は過ぎ去り、館を薄暗く照らすのは雲の隙間から差し込んだ月明りだけだ。
38. 重々しい静寂のなか、仮面を被った人物は唇に不敵な笑みを浮かべたまま"こちら"をじっと見つめていた。
39. リアルマーダーミステリーが終幕を迎えてしばらく経った頃。
40. 自らの手で殺害してしまった私はリアルマーダー倶楽部から追われる立場になってしまった。
41. 組織からの追跡を逃れながら、各地を転々とする日々。そんななかでも私はあの最後のゲームのことが忘れられないでいた。
42. そして３人の顔を思い浮かべる。
43. しかしいつまでも、あのゲームの余韻に浸っているわけにはいかない。私は大きく深呼吸をしつつ、懐にしまっていた仮面を取り出した。
44. 私は自らの成すべきことを果たすために、組織の入口に立つ。
45. 「次のニュースです。小説家のマネージャーをしていた男性がナイフによって殺されました。犯人は……」

～～～ここから下は老人の声で～～～
1. 儂はシキという者だ。とある小説家のマネージングをしておる。ワシが目を掛けたお陰でベストセラー作家となりおったわ。
2. ふむ。まずまずじゃの。儂の屋敷の使用人にも見習わせたいものじゃ。
3. ふん、くだらん。おいGMとやら、まだゲームは始まらんのか？
4. わ、儂は犯人役なぞ、やりとうない！いい脚本を用意してくれんか？もちろん、謝礼はたんまり出させてもらうぞ。
5. うるさい！年功序列じゃ。
6. 儂がビシッと犯人をあててやるわい！
